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木　内　喜　孝

今年の 5月 8日から新型コロナウイルス感染症は感染症法での位置づけが 2類相当から 5類に移行
しました。まだまだ脅威は継続していますが，大学の保健管理を担当しているものとしては安堵して
いるのも正直な気持ちです。2020年 2月に感染症の大家が学内講演で，今後数年以上に渡って感染の
波が押し寄せてきて，それに対応しないといけない日々が続くであろうと断言していましたが，まさ
にその通りになり，この大家の予測はこの感染症に関しては見事に当たっていました。これは学問
（情報解析の精度が高くなった）の進歩の賜物と感心しています。

2009年の新型インフルエンザのパンデミックも大学保健管理センターで経験された読者の方も多い
とは思います。これと比較して今回の新型コロナウイルス感染症は長期にわたってその影響が続いた
こともありますが，あらゆる対策の面で業務の DX化が必要となり，皆様もいやおうなく対応された
ことと思います。健康診断の web予約，web問診，業務におけるペーパーレス化，また web感染者
報告など，ある面かなり業務の DX化について皆様の背中を押してくれたのではないかと予想してい
ます。かくいう私も予算のない中，DX化に対応するためにプログラミングをこの年で真面目に学習
することを余儀なくされたものの，ここで得られた知識はその他のあらゆる面でも役に立つことにな
りました。不幸中の幸いといったところでしょうか。
この DX化の流れは暫く続きそうです。挙げればきりがなさそうですが，学生サービスの面では，
既に一部の大学ではコンビニからの大学で発行する証明書の取得が始まっていますし，マイナポータ
ルで学生が健康診断結果を閲覧できるようになるのも数年以内と聞いております。また社会全体とし
ても，今回のパンデミックを機に情報の有効利用の大切さに気付いたのではないでしょうか。例えば
携帯電話キャリアや全地球測位システム（GPS）などのビッグデータを解析して感染対策に応用する
など，役に立つことが沢山ありました。このような社会全体としての情報利用のポジティブな思考
は，社会での DX化及び個人情報の有効利用に関する理解を深化させて，新たな展開が出てくるので
はないかと期待しています。例えば医療の分野では，健康診断にゲノム情報の取得を組み込み，ハイ
リスクの疾患を特定することで，健診結果の精度が向上すると予想しています。その結果，特定され
た疾患の精査や治療を促し，また特に必要とする生活習慣指導を実現することができます。国民のゲ
ノム情報の取得・管理・利用についてはまだまだ議論の余地が多いとは思いますが，このような利用
も追い風を受けて進むのではないかと予想しています。そうなると全学生を対象に同じ健康診断をす
るという現時点での考え方も大きく揺らぐ時代が来るような気がします。
新型コロナウイルス感染症との戦いによって，気が付けばいろいろな面で私たちが成長しているの
ではないかと明るい気分になるのは，なにも繁華街でお酒を飲めるようになった刹那的な気分高揚だ
けではないと感じる今日この頃であります。

東北大学保健管理センター長


